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高 機 【ITF-3】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月20日

カ ー シ ャ ー ン(Kashan)市

ペ ル シ ア(Persia)

テヘ ラン

カ ー シ ャ ー ン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

構成部品

 機台

 経糸保持具

経糸間接保持具

開口具

高機(空 引 き機)

木

全長381cm,全 幅221cm,全 高272cm

垂 下 式

平整経式

綜続可動式

<図ITF-3-a-1>

経 巻 き 棒1<図ITF-3-a-2>

経 巻 き 棒2<図ITF-3-a-3>

布 巻 き 棒 く図ITF-3-a-4>

錘 り1<図ITF-3-a-5>

錘 り2<図ITF-3-a-6>

布 巻 き 制 御 棒 く図ITF-3-a-7>

滑 車 く図ITF-3-a-8>

番 目 綜 続(4枚)(地 綜 続)

<図ITF-3-a-9>

番 目 綜 続(2枚)

開口補助具

<図ITF-3-a-10>

通 糸 綜 続(紋 綜 続)

<図ITF-3-a-ll>

'滑 車 く図ITF
-3-a-12>

通 糸 く図ITF-3-a-13>

通 糸 仕 分 け 紐 く図ITF-3-a-14>

通 糸 綜 続 連 繋 紐(ナ イ ロ ン て ぐす

60本)<図ITF-3-a-15>

通 糸 綜 続 連 繋 紐 保 持 棒

く図ITF-3-a-16>

紋 開 口 部 拡 大 用 く さ び

く図ITF-3-a-17>

踏 み 木 〈図ITF-3-a-18>

天 秤 棒 く図ITF-3-a-19>

錘 り3<図ITF-3-a-20>

lTF-3-a 構 造 図
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緯入具

緯打具

幅出し具

その他

製織中の織物

織技法

地組織

素材

川途

経糸全長

織i癌

織り手

杵 く写 真ITF-3-3-b>

筬 く図ITF-3-a-21>

伸 子 く図ITF-3-a-22>

〈写 真ITF-3-3-a>

。座 板 く図ITF・3-a-23>

経 糸 押 さ え 棒 く図ITF-3-a-24>

鏡 く写 真ITF-3-a-7>

緯錦織(プ ロケー ド)

綾 織組 織

.絹

:織 見本

:2000cm以 上

61cm

男性2人

調査 メモ

この機 は、織 り手のほか に引 き手が 機の上部 に位置

す るという、わが国で一般 に 「空 引 き機」 と して知

られ る高機 と同種 の紋織専用 の高機 であ る。これは、

カーシャー ン伝統工芸セ ンター(Markaz£ Honarha-

ye Sonnati, Kashan)の 半 地下 の展 示室 に、設置 さ

れ ていた もので、 この高機で は、綾 地紋組織 の緯錦

織の実演 がお こなわれて いた。 機織 り作業 には、織

り手1人 と、紋綜続に繋がっている通糸の束を仕分

けている紐を手繰って、通糸を引 き上げる引 き手1

人がたずさわっている。織 り手は布巻き棒の手前、

引 き手は櫓状に組まれた高機の一L部で、それぞれ座

板に腰掛けて作業をおこなっていた。模様 となる綾

紋の浮 き組織 は3/1の 綾で構成されていた。経糸の

保持方式は垂下式で、経糸は10本 の経巻き棒に分け

て巻 き取 られてお り、それぞれの経巻き棒の先には、

砂の入った袋が錘 りとして吊るされている。開lI具

としては、足踏み式の開[が おこなわれる地組織用

の番目綜続と、紋組織用の通糸綜統が60本 ある。1

本ごとの通糸綜続は、模様に応 じて必要となる複数

本の輪状の綜続糸が通糸綜続連繋紐 によってひとま

とめにされ、1本 の通糸に繋がれている,,60本 の通

糸は、高機k部 でループ状の仕分け紐によって仕分

けられている。引 き手は、織 り手の開「i操作に合わ

せて、60本 の通糸綜続に対応する仕分け紐を順番に

手繰って、必要な通糸を選び出 し、通糸を握って引

き上げる。さらに、こうした引き手の作業に1呼応 し

て、織 り手は、通糸に連動して引き上げられた通糸

綜続連繋紐(ナ イロンて ぐす)の あいだに、紋開lI

部拡大用 くさびを差し込んで、紋織 りに必要となる

経糸の開口をおこなっている。そ して、その後に、

緯糸を通 し、筬による緯糸の打ち込みが続 くことと

なる。なお、この機織 り作業では、裏地が表にあら

われているため、織 り手は時折 り鏡を使って、裏に

lTF-3-2 全 景

lTF-3-1 高 機 の 側 面 lTF-3-3 伸 子 一a,ネ 予一b
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あらわれている表地の織 り具合を確認していた。

lTF-3-6 通 糸 仕 分 け紐

lTF-3-4 引 き手

lTF-3-5 紋開 ロ部拡大用くさびの操作
lTF-3-7鏡 に映 され た 織 物 の 表 地

lTF-3-b 模 式 図
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高機 【ITF-4】

調査年月日

調査地

民族名

:1998年9月19-20日

:カ ー シ ャ ー ン(Kashan)市

:ペ ル シ ア(Persia)

テ ヘラン

カ ー シ ャ ー ン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

構成部品

高機

木

全長440cm,全 幅278cm,機 枠

全高186cm

垂 下 式

平整経式

綜続可動 式

機 台     く図ITF-4-a-1>

経 糸保 持具  経 巻 き棒1<図ITF-4-a-2>

       経 巻 き棒2<図ITF-4-a-3>

       布 巻 き棒 く図ITF-4-a-4>

経糸間接保持具 錘 り1<図ITF-4-a-5>

       錘 り2<図ITF-4-a-6>

       布 巻 き制御棒く図ITF-4-a-7>

       滑 車 く図ITF-4-a-＆9>

開 口 具   '番 目綜 続(4枚)<図ITF-4-a-10>

開 口 補助具  滑 車<ITF-4-a-11>

       踏 み 木く図ITF-4-a-12>

緯 入 具    杵 く写真ITF-4-2-b>

緯 入 補助具 .飛 仔 装 置

       く図ITF-4a-13><写 真ITF-4・1>

緯 打 具    筬 く図ITF-4-a-14>

経 糸 整列具  綾 棒(2本)<図ITF-4-a-15>

綾 棒 保持具 :錘 りく図ITF-4-a-16>

経 糸 押 さえ棒:<図ITF-4-a-17>

幅 出 し具  :伸 子 く図ITF-4-a-18>

       <写 真ITF-4-2-a>

そ の他   :座 板 く図ITF-3-a-19>

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

 経糸全長

 織幅

織 り手

:無 地 綾織

:綾 織組織

:絹

:ク ル ド人の女性用 スカーフ

:2000cm以 上

147cm

男性1人

調査 メモ

こ の高 機 は 、 カ ー シ ャ ー ンの伝 統 工 芸 セ ン ター

(Markaz-e Honarha-ye Sonnati, Kashan)の 半 地下

の展示 室 に展示 され ていた織機 の1つ で、 この高機

では、黒 無地の綾織 りの実演が お こなわれていた。

ITF-4-a 構 造 図
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この高機 は、地lftlに掘 られ た深 さ100cmの 穴 に、番

目綜続の牽 引装 置で あ る踏み 木が設 置 されて い る。

経 糸の保持 ノ∫式 は 唾 ド式で、高機の先端部 の滑車 を

介 して ドに まわってい る経糸 は、18本 の経巻 き棒 に

分割 して巻 き取 られてお り、経 巻 き棒 の下端 に は、

経糸に張力 を付ｺ一J一す るため に、砂 を袋 詰めに した錘

りが吊る されてい る。開 口具 は4枚 の番 目綜 続で構

成 され てお り、踏 み木 を ・度に2本 ず つ踏 んで2/2

の 綾 を織 っていた。 また、 この 高機 には、飛r=J,装置

が備わ ってお り、織 り手 は右手 で飛木予装 置の紐 を引

いて桿 を左右 に飛 ば し、左手 で筬打 ちを しなが ら リ

ズ ミカルに機織 りをお こなっていた。織 り手の姿勢

は、 ほぼ1.v_った状態で、傾斜 した座板 には、座 る と

いうよ りも、腰 を当てが っている とい う具合であ っ

た。なお、この 高機の機台 は、左 右が分離 してお り、

そのあいだには綜続や飛†予装 置を吊るす棒や、布巻

き棒が渡 されているのみである。

ITF-4-3 開 ロ部 分

ITF-4-4 高 機 の 前 部

ITF-4-1 飛仔装置による機織り

lTF-4-2 伸 子 一a,ネ 予一b ITF-4-b 模 式 図
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高 機 【ITF-5】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月21日

ナ ー イ ン(Nain)市

.ペ ル シ ア(Persia)

テヘラン

ナーイン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

高機

木

全長148cm,全 幅159cm,機 枠

全 高98cm

固 定 式

平整経式

綜続可動式

構成部品

 機 台     く図ITF-5-a-1>

 経 糸 保持具  経 巻 き棒く図ITF-5-a-2>

        布 巻 き棒く図ITF-5-a-3>

 経糸間接保持具:経 巻 き棒 制御棒

        く図ITF-5-a-4>

        布 巻 き制御棒 く図ITF-5-a-5>

        布 巻 き制御棒 連繋紐

        く図ITF-5-a-6>

        連 繋 紐 固定杭 く図ITF-5-a-7>

 開 口 具   番 目綜続(2枚1組)

        <図ITF-5-a-8>

 開 口補助 具  天 秤 棒(2本)<図ITF-5-a-9>

        踏 み 木(2本)<図ITF-5-a-10>

 緯 入 具   :杵 く写真ITF-5-4>

 緯 打 具    筬 く図ITF-5-a-11>

幅出し具

その他

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

用途

経糸全長

織幅

織り手

伸 子 く図ITF-5-a-12>

金 ブ ラ シ

無地平織

1平 織組織

:経 糸 一合成繊維

緯 糸 一木綿(茶 綿)・ 羊毛

:イ ス ラームの聖職者や男性信者の

上衣(ア ボー)用 布

:500cm以 上

72.5cm

.男 性1人

調査メモ

この高機は、茶褐色の羅紗織 りを専業 とする機織 り

工房で使用 されていた10台 の同型式の高機のうちの

1つ である。工房は夏の暑さと冬の寒さを避けるた

めに地下に穴倉 を掘ってつ くられている。この高機

lTF-5-a 構 氾 図
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は 【ITF-4】と同様に床を掘った深さ88cmの 穴の底

に、綜続の牽引装置である踏み木が設置されている。

経糸の保持方式は固定式で、経糸は経巻 き棒 と布巻

き棒によって直接保持されている。開口具は天秤仕

掛けの2枚1組 の番口綜続で構成されており、2本

の踏み木を交圧に踏み分けて開口と逆開口が繰 り返

される。織 り手は、床から33cmの 深 さまで掘られた

穴に座って機織 りをおこなっており、機枠 も織 り手

が座っている床面と同一平面に4本 の柱 を立てて組

まれている。ただし、機枠の左右は分離 してお り、

左右とも前後の2本 の柱の上部に1本 の木が組み込

まれただけで、これ らのあいだには、綜続と筬を吊

るした棒が渡されているのみである。
1TF-5-b 模 式 図

lTF-5-1 高 機 の 全景

lTF-5-3 工 房 の 全 景

lTF-5-2 高 機 の 側 面 lTF-5-4筬 打 ち
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